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お願い
● 商品を正しく組立・施工していただくために、説明書の内容をご確認ください。
　商品の組立・施工については、必ず本説明書に従ってください。
● シーラーなどの水密部品は説明書に従って組立ててください。
   サッシからの漏水は家屋を傷め、施主様から賠償を求められることがあります。
● 組立は、所定のねじを使用して最後まで締め付けてください。
　締め付け不良は漏水や事故の原因になります。
● 取付開口部の水平・垂直、対角寸法およびねじれのないことを確認してください。
　取付開口部の精度が悪いと、商品本来の機能を発揮できず、家屋の損害の原因に
　なります。
● 商品周辺の防水処理と商品本体のシーリングは説明書に従って必ず行ってください。
   漏水は、家屋や家財を傷める原因になります。
● 施工完了後、説明書の調整方法通り調整が行われていることを確認してください。
　調整不良は操作不良や異常音の原因になります。

本説明書は専門知識を有する業者様向けの内容となっております。 
誤った方法で作業を行うと、不具合につながるおそれがあります。
作業には危険が伴いますので、専門知識を有する業者様が行ってください。

このたびは、YKK AP 商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

1. 障子の部品取付

　同梱一覧

　2. 枠の組立

チェックシート
項　目 チェック欄

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽

組立時、トルク調整をしましたか？
シーラーの位置ずれ・折れ曲がりは無いですか？
枠のねじれ・対角ずれ・ハラミ・つづみの無いことを確認しましたか？

枠まわりのシーリングをしましたか？
障子吊込み後、開閉操作の確認を行いましたか？

枠の本固定にシーリングを併用しましたか？

調整後、ねじをしっかり締めましたか？
ライナーを取外しましたか？

組立・取付時、本文中に表示している「チェックマーク　　　  」の確認をしてください。

注　意
組立時、電動ドライバー・エアドライバー使用の際は、締め付けトルクは
以下を目安に設定してください。
　障子：2.0～2.5N・m(20～25kgf・cm)程度
  　 枠：2.0～2.5N・m(20～25kgf・cm)程度

「電動ドライバー使用禁止マーク」で表示している箇所のねじ止めは
　必ず手締めで行ってください。電動ドライバーを使用すると、
　部品を変形させたり、ねじ頭をつぶすおそれがあります。

電動
ドライバー
使用禁止

注　意

チェック❶

シー
リン
グ材

シーリングマーク

「シーリングマーク」で表示している箇所のシーリングは
 必ず行ってください。
 シーリングがされないと、漏水の原因となったり、家屋や
 家財を傷めるなど重大事故につながるおそれがあります。

シーリングは必ず実施してください！

変  更 右勝手にする場合、上ピポットヒンジの移動位置を
変更しました。確認して取付けてください。

商品構成図

番　号

姿　図

品　名

品　番

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

小トラスタッピンねじ2種
(φ4×35)
BM－4035G

8
8

枠組立用

薄バインド小ねじ
(φ4×6)
MS－4006

2
2

錠受取付用

錠受

2K－32104
1
1

丸皿木ねじ
(φ3.5×20)
WO－3520D6

9
16

額縁取付用

ねじり釘

K－6606A
12
12

枠取付用

皿木ねじ
(φ3.8×40)
WF－3840

2
8

枠取付用

穴塞ぎシール

K－40433
2
2

色別有 色別有色別有 色別有

姿　図

部材名
備　考

姿　図

部材名
備　考

上　枠
アームストッパ・ピボットヒンジ・AT材付

上　枠
アームストッパ・ピボットヒンジ・AT材付

下　枠
ピボットヒンジ・AT材付

下　枠
ピボットヒンジ・AT材・水密材付

左たて枠
シーラー・AT材付

左たて枠
シーラー・小口キャップ・AT材付

右たて枠
シーラー・AT材付

右たて枠
シーラー・小口キャップ・AT材付

内　

付　

枠

半　
外　
付　
枠

ハンドル固定用ねじ
（φ4×12）

角軸

ハンドル

コインロック サムターン

A 部品箱
　(ハンドル：2ケ、角軸：1本、
　ハンドル固定用ねじ：2本、
　コインロック：1ケ、サムターン：1ケ)

備　考

内付枠
半外付枠

個
数

色別有

浴室側から見て左吊元

左勝手 右勝手

浴室側から見て右吊元

出荷時、枠には左勝手用に部品が付いています。

この説明書は左勝手を示しています。

チェ
ック
❷

シーラー

たて枠小口キャップ

上ピボットヒンジ

アームストッパー

上枠

たて枠

たて枠

たて枠
小口キャップ

シーラー

下枠

下ピボットヒンジ
水密材

③穴塞ぎシール

④錠受

②薄バインド小ねじ
（φ4×6）

水密材

シーラー

シーラー

たて枠小口キャップ

たて枠小口キャップ

図は、半外付枠で示しています。

注　意

シーラーの位置ずれ・
折れ曲がりが無いこと
を確認してください。

左右勝手にあせて、吊元側に
穴塞ぎシール、戸先側に錠受
を取付けてください。

ポイント

①小トラスタッピンねじ2種

● ハンドルを固定し、ねじをしっかりと
　締め付けてください。
● サムターンとコインロックを内外から
　はさみ込むよう取付けてください。

Ⓐコインロック

Ⓐサムターン

Ⓐハンドル

Ⓐハンドル
　固定用ねじ

Ⓐ角軸

Ⓐハンドル

Ⓐハンドル固定用ねじ

ポイント
サムターンは浴室側に
なるようにしてください。

たて枠ＡＴ材

下枠ＡＴ材
接着
材

たて枠のAT材は、下枠に当てた状態で
端部を接着してください。

内付枠

漏水の原因となりま
すので、AT材を切断
しないでください。

（φ4×35）

シーラー

固定ねじを2ケゆるめ、上枠の
切欠から裏板ごと取外して
ください。

切欠
固定ねじ

アームストッパー

1で外した時の逆の手順で、上枠の
切欠から裏板を入込み、図のように
上ピボットヒンジに当る位置でセット
した後、しっかりとねじを2ケ締付け
てください。

このねじを2ケゆるめ、たて枠に当るまで移動
させた後、しっかりと締付けてください。

下ピボットヒンジ

上ピボットヒンジ

このねじを2ケゆるめ、上枠端から3mmの位置に
移動させた後、脱衣室側に寄せてしっかりと
締付けてください。

1アームストッパーの取外し

2上枠のピボットヒンジの移動

3アームストッパーの取付

4下枠のピボットヒンジの移動

右勝手にする場合

3mm

変  更
浴
室
側

脱
衣
室
側

浴室側

脱衣室側

3. 枠の取付 　4. 枠まわりのシーリング

A B

a b

－1≦（A－a）≦＋1
－1≦（B－b）≦＋1 －1≦（C－D）≦＋1

C

D

E＝F＝G

■対角寸法の確認■垂直度の確認 ■ハラミ・つづみの確認

お願い
垂直度（前後・左右）・対角寸法差は、±1㎜以内としてください。
枠のねじれ・ハラミ・つづみのないように注意してください。

チェック❸

1開口部の水平・垂直・面違いを確かめてください。
2サッシ枠を開口部へはめ込み、仮止めし、下げ振り・水準器・
　巻尺などを　使用し、水平・垂直・対角寸法を確認してください。
3枠の左右出入を調整してください。
　（出入を修正し、すき間があれば詰木を入れてください。）
4枠外部をねじり釘で本付けし、枠内部を皿木ねじでしっかり固定
　してください。
　上下枠に対したて枠は十分、直角に注意して取付けてください。

⑤丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

⑤丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

⑥皿木ねじ
（φ3.8×40）

⑦ねじり釘

⑥皿木ねじ
（φ3.8×40）

⑤丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

半外付枠内付枠

シーリング材
シーリング材

シーリング材

枠の取付およびシーリング
作業を適切に行わないと
漏水および操作不良の
原因となります。

シーリング
E
F

G

取付けの際、枠の
上下にご注意くだ
さい。
上枠には
Y00※※※※ウエ
の刻印が施されて
います。

ポイント
取付けの際、枠の
上下にご注意くだ
さい。
上枠には
Y00※※※※ウエ
の刻印が施されて
います。

ポイント

⑤丸皿木ねじ
（φ3.5×20）

チェック❺
シーリング

シー
リン
グ材

枠の見付部本固定には必ずシーリ
ングを併用してねじ止めして
ください。
ねじ止め後、はみ出したシーリン
グ材はきれいに拭き取って
ください。

チェック❹

⑦ねじり釘

⑦ねじり釘

⑦ねじり釘

⑦ねじり釘

⑦ねじり釘

注　意
躯体側の防水処理は
必ず行ってください。

浴室側

脱衣室側

5. 障子の吊込み

❶障子の下ピボットヒンジ受を下枠のピボット
　ヒンジの軸にはめ込んでください。
❷上ピボットヒンジ受を押下げながら、上枠の
　ピボットヒンジの軸にはめ込んでください。

1障子本体の吊込み

❶

上ピボットヒンジ受

❷

アームストッパーとスライダーの連結2

上框

スライダー

アームストッパー

3
0
°以
下吊込み、取外しは、障子を

30°以下に開いた状態で
行ってください。

ポイント

❶

着脱レバー
（浴室側）

❶
❷

❸

アームストッパー
❸

❷

障子の取外し

着脱レバーを下に下げながら、
障子本体を浴室側に傾けて、
持ち上げ、
アームストッパーを持上げ
て外してください。

パチン

開く

上框内にあるスライ
ダーを吊元側へ寄せて
ください。

❶ アームストッパーの軸
を上框内に挿入してく
ださい。スライダーよ
り戸先側であればどこ
でも良いです。

❷ そのまま障子を、パチン
と音がするまで開いてく
ださい。アームストッパ
ーの軸がスライダーに連
結されます。

❸

スライダー
アームストッパー軸
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6. 障子の吊込み状態の確認

Printed in Japan

C

F

G

A

B

C

D

E

F

G

65

73

13

58

50

3

16

±1

±1

±0.5

±1

±1

±0.5

＋2
－1

F

D

E

E

E

D

F

F

F

D

G
B

C C
C

B
A

A

A

G G

B

障子を基準に枠の施工をチェックしてください。

A

E

B

D

F

浴室側

脱衣室側

浴室側視 脱衣室側視

　7. 調整

8. 開閉確認・その他

● 吊込み後に、必ず開閉操作の確認を行ってください。
● すべての調整において、調整後は再度ねじをしっか
　りと締めてください。

お願い

ドライヤー

万一パッキンが波うちしたり、クセが
付いたりした場合は、ドライヤーの
温風を当ててクセを取除いてください。

パッキン

戸先側、および吊元側下部に貼付けてあるライナーを
取外してください。

ライナー

チェック❽

開閉を確認して異常があった場合は、「7.調整」を
繰り返し、場合によっては枠の垂直度を再確認して
ください。

チェック❻❼

　中桟ありの場合

1ページ目を参照してください。

突起のあるほうが
上になります。

下框水密材は❶、❷
のように引っかけて
から押込んでください。

❶ ❷

ポイント

1.障子の組立

2.障子の部品取付

6上下ピボットヒンジ受および小口キャップを取付けてください。
7下框に水密材を取付けてください。

9錠をたて框に取付けてください。（たて框の切欠きと錠の突起の方向をあわせてください。）

8非常着脱レバー、ラベル、穴塞ぎキャップをたて框に取付けてください。

6、7の順番で取付けてください。
順番を間違えると水密材の取付けが出来なくなります。

お願い

お願い

● 非常着脱レバーの指かかりがある方を脱衣室側に取付けてください。
● ラベルは脱衣室側の吊元側に貼付けてください。
● ラベルには緊急時救出機構方法が記載してありますので必ず貼付けてください。

1面材にガスケットのつなぎ目が上側中央になるように巻付け
　てください。
2スライダーを上框の戸先側から挿入してください。
3一方のたて框と中桟を組立てて、面材を取付けてください。
4もう一方のたて框・上下框の順に組立てて、ねじでしっかり
　と締付けてください。

お願い
● 面材は安全のためオプションの
　樹脂板を使用してください。
● ガラスを使用すると転倒した
　場合などに割れてけがをする
　おそれがあります。

⑧スライダー

①錠

⑪ラベル

⑨補強板

面材

⑰穴塞ぎキャップ

⑮中トラスタッピンねじ2種
（φ4×70）

⑤下小口キャップ

⑯中トラスタッピンねじ
（φ4×10）

たて框
（錠側）

浴室側に取付
けてください。

エスカッション

⑥非常着脱レバー

上框

スライダーストッパー

⑭吊元框カバー材
⑦非常着脱レバー

中桟

下框

⑫下框水密材

たて框
（吊元側）

④上小口キャップ
⑬戸先框水密材

③下ピボットヒンジ受

②上ピボットヒンジ受

⑩Ｕ字ガスケット

向きに注意

お願い

ポイント

●上框はスライダーストッパーが吊元側にくるように組立ててください。
●上下框は補強板をはさんで組立ててください。

お願い

5吊元框カバー材、戸先水密材をたて框に取付けてください。

継ぎ目

ヒレを浴室側に
してください。

お願い

ヒレ

①

錠
左勝手：K－39627
右勝手：K－38978

1

②

上ピボットヒンジ受
左勝手：2K－33218
右勝手：2K－33217

1

③

下ピボットヒンジ受
左勝手：2K－32806
右勝手：2K－32805

1

上小口キャップ

2K－32044

1

下小口キャップ
左勝手：2K－32808
右勝手：2K－32807

1

非常着脱レバー

2K－33210

1

番　号

姿　図

品　名

品　番
個　数
備　考

番　号

姿　図

品　名

品　番

個　数
備　考

番　号

姿　図

品　名

品　番

個　数
備　考

⑮

中トラスタッピンねじ2種
(φ4×70)

⑯ ⑰

BM－4070WD8
8

障子組立用

中トラスタッピンねじ
(φ4×10)

　EM－4010D8
2

錠取付用

穴塞ぎキャップ

K－33675
2

浴室側

1

⑫

下框水密材
左勝手：2K－25370
右勝手：2K－25369

1

戸先框水密材

2K－25110
1

⑬

吊元框カバー材

2K－24997
1

⑭

⑦

非常着脱レバー

2K－33211

1
脱衣室側

⑧

スライダー

2K－32102

1

⑨ ⑩

補強板

3K－16333

4

U字ガスケット

K－29108

6.5m

⑪

ラベル

2K－45493

1

姿　図

部材名
個　数
備　考

上　框
1

中桟(加工無)
1

下框(加工無) たて框(吊元側)
1

たて框(錠側)
1

エスカッション付スライダーストッパー付

■同梱一覧(中桟あり障子)

④ ⑤ ⑥

浴室側

脱衣室側

浴室側脱衣室側

納まり参考図（単位：mm)

浴槽のお取替えが生じた時のために、
浴槽の出し入れ開口はあらかじめご配慮ください。

浴室側姿図

※防水シートは
　アスファルトフェルトなどを使用のこと。

すのこ
（別途）
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※防水シート（別途）

シーリング（別途）

※防水シート（別途）

防水テープ（別途）

シーリング（別途）

バックアップ材（別途）

20
0
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DW=W－24(626、726)
5

14.5 W（650、750）20.5
50
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3
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58

65
20

1
39

シーリング（別途）
バックアップ材（別途）
※防水シート（別途）

防水テープ（別途）
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開き角度約85、75°

有効開口（約75°開き時）＝（565.5、662.6）

有効開口（約85°開き時）＝(576.3、675.9)
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浴室側姿図

※防水シートは
　アスファルトフェルトなどを使用のこと。

浴槽のお取替えが生じた時のために、
浴槽の出し入れ開口はあらかじめご配慮ください。
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ゆるめる

前後

調整範囲3～7mm
(初期設定は3mm）

左右

上部ピボットヒンジを動かすこと
によって建付けを微調整すること
ができます。

パッキンの当たりが強い場合 ⇒ 浴室側へ
すき間があいている場合 　　⇒ 脱衣室側へ

前後方向の調整

枠とドアのチリがくるっているときなど、
左右に調整してください。ただし、吊元
チリ寸法が小さくなるよう調整すると、
パッキンの当たりが強くなり、異音が
発生したり、開閉に支障がでたりします。

左右方向の調整

注　意
あくまでも補助的な調整です。
施工のくるいをカバーするもの
ではありません。

調整範囲2～7mm

＋ドライバー

ラッチのかかりが悪い場合　 ⇒ 浴室側へ
障子のガタツキが大きい場合 ⇒ 脱衣室側へ

錠受

障子を全開にした時に、壁や
タオル掛けなどの部材と干渉
する場合は、アームストッ
パーの固定位置をずらして、
ドアの開き角度を調整し、
留め直してください。

●開き角度を小さくする場合
浴
室
側

脱
衣
室
側

〈錠受の調整〉 〈アームストッパーの調整〉〈ピボットヒンジの調整〉

初期設定は、親扉約70°、
子扉約80°となっています。
開き角度を大きくしたい
場合は、障子の上框上部の
ストッパー部品のねじを
外して、❷の穴に留め直し
てください。

❶
❷

上框

ストッパー

浴
室
側

脱
衣
室
側

枠側

障子側

●開き角度を大きくする場合
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電動
ドライバー
使用禁止

電動ドライバー
　使用禁止


